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団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
後
期
高
齢
者
と

な
る
２
０
２
５
年
度
以
降
、
高
齢
者
の
伸

び
は
鈍
化
す
る
が
在
宅
医
療
の
ニ
ー
ズ
は

増
え
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
22
年
か
ら
い
わ
ゆ
る
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な

り
、
そ
の
後
も
40
年
頃
ま
で
65
歳
以
上
人

口
の
増
加
が
続
く
。
65
歳
以
上
の
増
加
は

00
年
か
ら
15
年
に
53
・
７
％
増
加
し
て
い

た
の
が
、
15
年
か
ら
25
年
に
は
８
・
６
％

増
、
25
年
か
ら
40
年
は
６
・
６
％
増
と
緩

や
か
な
増
加
幅
と
な
る
。

　

医
療
需
要
で
み
る
と
、
全
国
の
入
院
患

者
数
は
40
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
二

次
医
療
圏
（
福
島
を
除
く
３
２
９
医
療
圏
）

に
よ
っ
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時
期
は
異
な

り
、
20
年
ま
で
に
既
に
90
医
療
圏
は
減
少

の
局
面
を
迎
え
て
い
る
半
面
、
２
６
１
医

療
圏
は
35
年
ま
で
に
ピ
ー
ク
に
な
る
。
外

来
患
者
数
は
全
国
的
に
は
25
年
が
最
大

で
、
既
に
20
年
ま
で
に
２
１
７
医
療
圏
で

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

入
院
・
外
来
の
ニ
ー
ズ
と
は
異
な
り
、

訪
問
診
療
の
受
療
率
は
75
歳
以
上
で
急
激

に
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
訪
問
診
療
の
利

用
者
数
は
今
後
も
増
加
し
、
25
年
以
降
に

は
後
期
高
齢
者
が
９
割
以
上
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
医
療
圏
別
で
も
今

後
多
く
の
地
域
で
利
用
者
数
が
増
加
し
、

３
０
５
の
二
次
医
療
圏
で
は
40
年
以
降
に

最
大
と
な
る
。

　

訪
問
看
護
は
小
児
の
ニ
ー
ズ
も
一
定
あ

る
が
、
利
用
率
は
年
齢
と
と
も
に
増
加
し
て

い
る
。
利
用
者
数
の
推
計
は
25
年
以
降
に
後

期
高
齢
者
の
割
合
が
７
割
以
上
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
地
域
別
で
は
多
少
の
差

は
あ
る
も
の
の
、
２
１
６
医
療
圏
で
40
年

以
降
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

訪
問
診
療
を
受
け
て
い
る
患
者
は
要
介

護
１
と
２
が
約
30
％
、
要
介
護
３
以
上
は

約
50
％
を
占
め
る
。
要
介
護
認
定
率
は
、

65
歳
以
上
で
は
18
・
３
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
75
歳
以
上
で
31
・
５
％
、
85
歳
以
上

で
57
・
８
％
と
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ

上
昇
す
る
。
高
齢
者
全
体
の
伸
び
は
鈍
化

し
て
も
85
歳
以
上
人
口
は
40
年
に
向
け
て

引
き
続
き
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
医
療
と

介
護
の
ニ
ー
ズ
を
併
せ
持
っ
た
者
が
さ
ら

に
多
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
死
亡
数
は
40
年
ま
で
増
加
し
て
、ピ
ー

ク
時
に
は
年
間
約
１
７
０
万
人
と
さ
れ

る
。
死
亡
の
場
所
は
自
宅
・
介
護
施
設
等

が
増
え
て
い
き
、
看
取
り
の
ニ
ー
ズ
も
高

ま
っ
て
い
く
。

　

一
方
、在
宅
医
療
の
提
供
体
制
は
ど
う
か
。

　

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
（
在
支
診
）
は

増
加
傾
向
だ
っ
た
が
近
年
は
概
ね
横
ば
い

だ
。
20
年
時
点
で
は
従
来
型
の
在
支
診
は

入
院
等
と
は
異
な
る
ニ
ー
ズ

在
宅
医
療
は
40
年
以
降
に
ピ
ー
ク
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『地域包括ケアの実現に求められる
　  在宅医療の整備拡充とその将来』

F e a t u r e d  A r t i c l e s

～2025年の超高齢社会に向けて進めてきた地域包括ケアや地域医療構想の実現に
     急がれる在宅医療提供体制（マンパワー、オンライン診療、ネットワーク他）構築とは～

　国がめざす地域包括ケアの実現とは、高齢になり病気や障害になっても住み慣れた自宅（地域）で暮らし続け、家
族に看取られながら旅立ちができる地域づくりにある。こうした「国民の願い」を行政や医療介護施設がどう実現す
るかが重要な課題であり、在宅医療を提供する医師をはじめとした、マンパワー不足に伴う働き方改革（タスクシフ
ト／シェア）の推進、オンライン診療、地域の在宅医療介護のネットワークシステム構築などの取り組みが急がれる。
そうしたなか、厚生労働省では、2024 年からの第 8 次医療計画に向け、昨年 10 月より「在宅医療及び医療・介護
連携に関するワーキンググループ」を設置、在宅医療に関するさまざまな議論が行われている。
　そこで、Vision と戦略 9 月号では、『地域包括ケアの実現に求められる在宅医療の整備拡充とその将来を探る』をテー
マに、厚生労働省、業界団体、有識者、全国で在宅医療の整備拡充を実践している法人などにその取り組みの実際を
取材し、とりまとめる。

在宅医療 Part1　
2040 年の地域医療の大きな柱となる在宅医療 !!

１
万
１
１
０
８
件
、
機
能
強
化
型
在
支

診
（
連
携
型
）
３
３
０
２
件
、
機
能
強
化

型
在
支
診
（
単
独
型
）
は
２
０
５
件
と

な
っ
た
。
一
方
で
、
在
宅
療
養
支
援
病
院

（
在
支
病
）
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
従
来

型
在
支
病
は
９
３
４
件
、
機
能
強
化
型
在

支
病
の
連
携
型
は
３
９
８
件
、
単
独
型
は

２
１
４
件
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
在
宅
医

療
に
特
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
一
般

の
医
療
機
関
も
在
宅
医
療
の
支
え
手
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

都
道
府
県
は
今
後
６
年
間
の
医
療
需
要

を
基
に
、
必
要
な
医
療
提
供
体
制
を
整
え
る

た
め
、
医
療
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
現

在
は
23
年
度
ま
で
の
第
７
次
計
画
が
適
用

さ
れ
て
い
る
。
医
療
計
画
に
は
医
療
圏
の

設
定
や
基
準
病
床
数
の
算
定
、
地
域
医
療

構
想
、
医
師
の
確
保
、
外
来
医
療
等
を
盛

り
込
む
ほ
か
、
が
ん
な
ど
の
疾
病
や
救
急

医
療
な
ど
の
政
策
的
な
事
業
に
関
す
る
５

疾
病
５
事
業
（
24
年
度
か
ら
は
新
興
感
染

症
等
の
医
療
を
追
加
す
る
た
め
６
事
業
）、

そ
し
て
在
宅
医
療
を
特
出
さ
せ
て
提
供
体

制
を
記
載
し
て
い
る
。
６
年
の
計
画
期
間

中
、
３
年
ご
と
に
中
間
見
直
し
を
行
う
。

　

医
療
計
画
の
在
宅
医
療
で
は
、
国
が
定

め
る
「
在
宅
医
療
の
体
制
構
築
に
係
る
指

針
」
を
基
に
、
退
院
支
援
や
日
常
の
療
養

支
援
、
急
変
時
の
対
応
、
看
取
り
の
各

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

（
図
）。
国
が
こ
の
四
つ
の
段
階
ご
と
に
、

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
プ
ロ
セ
ス
で
指
標
例

を
設
定
し
、
こ
れ
を
参
考
に
都
道
府
県
が

実
態
を
把
握
し
て
、
目
標
を
設
定
す
る
。

指
標
例
で
は
、
例
え
ば
日
常
の
療
養
支
援

の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
指
標
に
「
訪
問
診
療

を
実
施
し
て
い
る
診
療
所
・
病
院
数
」「
訪

問
看
護
事
業
所
数
、
従
事
者
数
」、
プ
ロ

セ
ス
指
標
に
「
訪
問
診
療
を
受
け
た
患
者

数
」「
訪
問
看
護
利
用
者
数
」
な
ど
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。

　

現
行
の
第
７
次
医
療
計
画
の
中
間
見
直

し
で
は
、
小
児
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た

め
、現
状
把
握
に
必
要
な
指
標
と
し
て
「
小

児
の
訪
問
診
療
を
実
施
し
て
い
る
診
療

所
・
病
院
数
」
や
「
小
児
の
訪
問
診
療
を

受
け
た
患
者
数
」
を
追
加
し
た
。
在
宅
歯

科
医
療
の
推
進
で
「
訪
問
口
腔
衛
生
指
導

を
実
施
し
て
い
る
診
療
所
・
病
院
数
」「
歯

科
衛
生
士
を
帯
同
し
た
訪
問
歯
科
診
療
を

受
け
た
患
者
数
」
な
ど
も
追
加
し
て
い
る
。

　

中
間
見
直
し
を
行
っ
た
20
年
の
「
医
療

計
画
の
見
直
し
等
に
関
す
る
検
討
会
」
の

と
り
ま
と
め
で
は
今
後
、
近
年
増
加
傾

向
に
あ
る
医
療
的
ケ
ア
児
に
必
要
な
支
援

や
多
職
種
に
よ
る
も
の
や
、
地
域
性
の
考

慮
、
災
害
対
応
や
介
護
と
の
連
携
を
含
め

医
療
計
画
の
在
宅
医
療
は

療
養
支
援
な
ど
指
標
設
定

Visionと戦略  2022.911



る
在
宅
医
療
の
提
供
体
制
」。

　

以
降
は
、
過
去
５
回
の
会
合
で
示
さ
れ

た
主
な
論
点
を
紹
介
す
る
。

　

在
宅
医
療
の
基
盤
整
備
を
テ
ー
マ
に
議

論
し
た
７
月
20
日
の
会
合
で
は
、
厚
労
省

は
在
宅
医
療
で
積
極
的
な
役
割
を
担
う
医

療
機
関
や
在
宅
医
療
に
必
要
な
連
携
を
担

う
拠
点
の
記
載
を
明
確
に
し
て
、
整
備
を

進
め
る
方
向
性
を
示
し
た
。

　

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
基
に
、
機
能
強
化

型
在
支
診
・
在
支
病
と
そ
れ
以
外
の
在
支

診
等
、
そ
の
他
の
医
療
機
関
の
医
療
機
関

類
型
別
で
医
療
提
供
の
実
態
を
み
る
と
、

機
能
強
化
型
在
支
診
等
ほ
ど
難
病
等
の
患

者
に
多
く
対
応
し
て
い
た
。

　

二
次
医
療
圏
の
規
模
別
の
視
点
を
加

え
る
と
、
大
規
模
型
の
医
療
圏
で
は
機
能

強
化
型
在
支
診
等
が
他
の
類
型
に
比
べ

て
突
出
し
て
難
病
等
の
患
者
に
多
く
対

応
し
て
お
り
、
訪
問
診
療
件
数
も
多
い
。

中
規
模
型
の
医
療
圏
で
は
機
能
強
化
型

ほ
ど
難
病
等
の
患
者
に
多
く
対
応
し
て

い
た
が
、
大
規
模
型
に
比
べ
る
と
そ
の

差
は
小
さ
く
な
り
、
医
療
圏
の
規
模
で

も
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
機
能
が
異
な
っ

て
い
た
。
訪
問
診
療
の
多
く
が
一
部
の

医
療
機
関
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
お
り
、

た
在
宅
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
介
護

保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
等
と
整
合
性
を

確
保
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。

　

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
新
た
な
第
８
次

医
療
計
画
の
計
画
期
間
と
な
る
。
都
道
府

県
は
23
年
度
中
に
第
８
次
計
画
の
内
容
を

と
り
ま
と
め
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
22

年
度
中
に
策
定
の
基
礎
と
な
る
基
本
方
針

（
大
臣
告
示
）
と
医
療
計
画
作
成
指
針
（
局

長
通
知
）、
疾
病
・
事
業
及
び
在
宅
医
療

に
係
る
医
療
体
制
構
築
に
係
る
指
針
（
課

長
通
知
）
を
策
定
す
る
。

　

第
８
次
医
療
計
画
の
方
針
を
検
討
す

る
た
め
、
厚
労
省
は
昨
年
６
月
に
有
識

者
に
よ
る
「
第
８
次
医
療
計
画
等
に
関

す
る
検
討
会
」
を
開
始
。
検
討
会
の
下

に
は
▽
地
域
医
療
構
想
及
び
医
師
確
保

計
画
▽
外
来
機
能
報
告
等
▽
在
宅
医
療

及
び
医
療
・
介
護
連
携
▽
救
急
・
災
害
医

療
提
供
体
制
―
の
四
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
け
た
。

　

そ
の
う
ち
、
在
宅
医

療
を
検
討
す
る
の
は「
在

宅
医
療
及
び
医
療
・
介

護
連
携
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
だ
。

田
中
滋
埼
玉
県
立
大
学

理
事
長
を
座
長
に
、
昨

年
10
月
13
日
か
ら
計
５

回
開
催
し
、
今
年
７
月

28
日
に
１
巡
目
の
議
論

を
終
え
た
。
検
討
テ
ー

マ
は
「
在
宅
医
療
の
基

盤
整
備
」「
患
者
の
状
態

に
応
じ
た
、
質
の
高
い

在
宅
医
療
提
供
体
制
の

確
保
」「
災
害
時
や
新
興

感
染
症
拡
大
時
に
お
け

と
く
に
大
規
模
な
二
次
医
療
圏
で
は
上

位
20
％
の
医
療
機
関
で
全
体
の
80
％
の

訪
問
診
療
を
提
供
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
厚
労
省
は
論
点

と
し
て
地
域
ご
と
の
医
療
資
源
の
状
況
を

踏
ま
え
た
在
宅
医
療
の
提
供
体
制
の
整
備

方
法
を
あ
げ
た
。

　

ま
た
、
指
針
で
は
、
都
道
府
県
の
医
療

計
画
に
「
在
宅
医
療
に
お
い
て
積
極
的
役

割
を
担
う
医
療
機
関
」
や
「
在
宅
医
療
に

必
要
な
連
携
を
担
う
拠
点
」
を
位
置
付
け

る
の
が
望
ま
し
い
と
記
載
し
て
い
る
が
、

第
７
次
計
画
で
は
記
載
な
し
か
、
指
針
の

内
容
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
て
い
る
だ
け
の

都
道
府
県
が
大
半
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
設
定
や
配
置
の

目
安
を
示
し
、
地
域
の
在
宅
医
療
の
提
供

体
制
の
整
備
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連

携
を
行
う
拠
点
を
進
め
る
と
し
た
。

　

医
療
計
画
で
は
二
次
医
療
圏
ご
と
に
医

療
提
供
体
制
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
在
宅

医
療
で
は
「
在
宅
医
療
圏
」
が
あ
り
、
指

針
で
は
従
来
の
二
次
医
療
圏
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
市
町
村
単
位
や
保
健
所
圏
域
な
ど
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
弾
力
的
に
設
定
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

現
行
の
第
７
次
医
療
計
画
で
都
道
府
県
の

在
宅
医
療
圏
の
設
定
単
位
は
二
次
医
療
圏

が
31
％
を
占
め
、
保
健
所
圏
域
３
、
郡
市

区
医
師
会
単
位
６
、
市
町
村
単
位
４
な
ど

【図】在宅医療の体制構築に係る指針（疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制について
平成29年3月31日付け医政地発0331第３号厚生労働省医政局地域医療計画課長通知）より

在
宅
医
療
等
Ｗ
Ｇ
が
検
討
開
始

年
内
に
方
向
性
示
す

在
宅
医
療
の
拠
点
と
な
る
機
関

医
療
計
画
の
指
標
で
明
確
化
へ
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療
、
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
栄
養
食
事
指
導
）

を
議
論
し
た
。
昨
年
制
度
化
さ
れ
た
「
地

域
連
携
薬
局
」
を
指
針
に
加
え
る
こ
と
が

論
点
に
示
さ
れ
た
が
、
反
対
意
見
が
相
次

い
だ
。

　

在
宅
医
療
に
薬
剤
師
が
関
与
す
る
こ
と

で
、
有
害
事
象
や
服
薬
状
況
が
改
善
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。
薬
機
法
の
改
正
で
、
21

年
８
月
に
入
退
院
時
や
在
宅
医
療
に
他
の

医
療
提
供
施
設
と
連
携
し
て
対
応
で
き
る

薬
局
を
「
地
域
連
携
薬
局
」
と
し
て
都
道

府
県
知
事
が
認
定
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ

た
。
今
年
５
月
末
時
点
で
２
６
９
６
件
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
地
域
連
携
薬
局
を
含
め
た
在

宅
医
療
に
関
わ
る
薬
局
を
医
療
計
画
に
記

載
す
る
こ
と
を
論
点
に
示
し
た
が
、
医
師
会

な
ど
の
委
員
か
ら
「
馴
染
み
が
な
く
時
期
尚

早
」
な
ど
の
意
見
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、

地
域
連
携
薬
局
と
い
う
名
称
そ
の
も
の
を

指
針
に
入
れ
る
の
は
厳
し
い
見
通
し
だ
。

　

そ
の
一
方
で
、
今
回
指
標
と
し
て
加
わ

り
そ
う
な
の
が
多
職
種
と
連
携
し
て
管
理

栄
養
士
が
行
う
栄
養
食
事
指
導
だ
。
国
は
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
栄
養
、
口
腔
の

取
組
み
を
一
体
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
で

効
果
的
な
自
立
支
援
・
重
度
化
予
防
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
し
て
、
21

年
度
介
護
報
酬
改
定
で
多
職
種
が
参
加
す

と
な
っ
て
い
る
。
厚
労
省
は
在
宅
医
療
圏

を
ど
の
よ
う
な
規
模
で
設
定
す
べ
き
か
を

論
点
と
し
て
示
し
、
委
員
か
ら
は
介
護
保

険
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
て
、
市
町
村
単

位
を
基
本
と
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ

て
い
る
。

　

在
宅
医
療
に
お
け
る
急
変
時
対
応
と
看

取
り
、
災
害
時
等
の
支
援
体
制
の
３
点
を

議
論
し
た
６
月
15
日
の
会
合
で
厚
労
省

は
、
望
ま
れ
な
い
救
急
搬
送
事
例
が
報
告

さ
れ
る
中
で
、
地
域
全
体
で
救
急
搬
送
時

の
ル
ー
ル
策
定
な
ど
の
仕
組
み
を
つ
く
る

方
向
性
を
示
し
た
。

　

看
取
り
で
は
、
救
急
隊
が
出
動
し
た
際

に
心
肺
機
能
停
止
状
態
の
傷
病
者
が
「
心

肺
蘇
生
を
拒
否
す
る
意
思
表
示
」
を
し
て

い
て
も
、
意
に
沿
わ
な
い
救
命
処
置
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
消

防
庁
の
調
査
で
は
、
意
思
表
示
を
確
認
し

て
心
肺
蘇
生
の
中
止
や
不
搬
送
に
な
っ
た

件
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
未
だ
少
な
い

の
が
現
状
だ
。
都
道
府
県
を
対
象
に
し
た

調
査
で
は
、
在
宅
療
養
患
者
本
人
の
診
療
・

Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
（
蘇
生
措
置
拒
否
）
の
情
報
を

関
係
職
種
で
共
有
す
る
ル
ー
ル
や
ツ
ー
ル

等
の
作
成
、
消
防
機
関
と
都
道
府
県
の
間

で
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
等
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る

在
宅
療
養
患
者
の
救
急
搬
送
の
取
り
決
め

が
あ
る
と
回
答
し
た
の
は
い
ず
れ
も
３
割

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
在
宅
療
養
患
者
の

救
急
搬
送
で
受
け
入
れ
医
療
機
関
の
指
定

等
の
ル
ー
ル
を
作
成
し
て
い
た
の
は
わ
ず

か
９
％
だ
っ
た
。

　

救
急
搬
送
件
数
は
高
齢
者
の
割
合
が
高

く
、
高
齢
化
で
さ
ら
に
救
急
搬
送
が
増
え

医
療
現
場
を
圧
迫
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
在
宅
療
養
患
者
に
対
す
る

Ａ
Ｃ
Ｐ
の
普
及
を
進
め
、
地
域
全
体
で
在

宅
医
療
機
関
と
救
急
医
療
機
関
、
消
防
機

関
と
の
情
報
共
有
や
連
携
を
強
化
す
る
救

急
搬
送
時
の
ル
ー
ル
づ
く
り
等
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。

　

後
方
支
援
体
制
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
医
療
機
関
等
の
連
携
体
制
整
備
や
、
在

宅
療
養
患
者
の
後
方
支
援
機
能
を
有
す
る

医
療
機
関
等
へ
の
入
院
ル
ー
ル
づ
く
り
も

論
点
に
あ
げ
た
。

　

災
害
時
対
応
で
は
、
在
宅
医
療
機
関
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
が
低
い
た
め
、
ま
ず
は
積

極
的
役
割
を
担
う
医
療
機
関
で
策
定
を
進

め
る
こ
と
と
、
策
定
の
際
に
は
周
囲
の
医

療
機
関
と
連
携
す
る
な
ど
と
し
た
。

　

７
月
28
日
の
会
合
で
は
、
在
宅
医
療
に

お
け
る
多
職
種
の
関
わ
り
（
訪
問
歯
科
診

る
体
制
を
評
価
し
た
。
一
方
、
現
行
の
在

宅
医
療
の
指
標
例
で
関
連
す
る
指
標
は

「
在
宅
で
活
動
す
る
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
と
連
携
す
る
歯
科
医
療
機

関
数
」
に
と
ど
ま
る
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
の
高
齢
者
の
低
栄

養
を
改
善
す
る
た
め
、
管
理
栄
養
士
が
居

宅
で
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
栄
養
状
態
が
改
善
し
た
と

い
っ
た
デ
ー
タ
が
あ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
職
の
リ
ハ
ビ
リ
や
、
多
職
種

と
連
携
し
た
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
食

事
指
導
を
指
標
例
に
組
み
込
む
案
を
提
示

し
、
委
員
は
概
ね
賛
同
し
た
。
個
々
の
事

業
所
に
新
た
に
栄
養
士
を
配
置
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
た
め
、
外
部
の
栄
養
ケ
ア
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
仕
組
み
も
提

案
さ
れ
て
い
る
。

　

小
児
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
都
道
府

県
が
小
児
在
宅
医
療
の
利
用
者
と
提
供

機
関
数
を
把
握
す
る
こ
と
と
、
小
児
に

対
応
す
る
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
が
足

り
な
い
地
域
を
充
足
す
る
方
策
が
論
点

に
示
さ
れ
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
９
月
か
ら
再

開
し
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
議
論
を
行
う
。

年
末
の
取
り
ま
と
め
に
は
、
在
宅
医
療
に

関
し
、
国
の
将
来
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
動
向
を
注
視
し
た
い
。

（
編
集
部
）

地
域
で
ル
ー
ル
を
作
成
し

望
ま
れ
な
い
救
急
搬
送
防
ぐ

地
域
連
携
薬
局
の
指
針

追
加
に
は
反
対
意
見

『地域包括ケアの実現に求められる在宅医療の整備拡充とその将来』

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集
在宅医療 Part1　2040年の地域医療の大きな柱となる在宅医療!!
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そ
れ
を
受
け
て
日
医
・
四
病
院
団
体
協
議
会

が
合
同
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

我
々
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、
か
か

り
つ
け
医
機
能
の
充
実
・
強
化
と
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
中
小
病
院
・
有

床
診
療
所
の
必
要
性
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
充
実
・
強
化
に
つい

て
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
日
医
か
か
り
つ

け
医
研
修
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
中
小
病

院
・
有
床
診
療
所
に
つい
て
は
、
２
０
１
８
年

度
診
療
報
酬
改
定
で
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

の
入
院
料
・
入
院
医
療
管
理
料
に
２
０
０
床

未
満
の
病
院
の
在
宅
支
援
機
能
が
上
乗
せ
さ

れ
、
病
棟
機
能
と
し
て
部
分
的
に
は
評
価
さ

れ
た
の
で
す
が
、
我
々
が
考
え
て
い
た
病
院

機
能
の
評
価
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

四
病
協
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
（
以
下

在
支
病
）
に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て

お
り
、
私
が
２
０
１
８
年
に
日
医
常
任
理
事

を
退
任
し
た
後
に
委
員
長
に
就
任
し
ま
し

た
、
そ
の
後
、
よ
り
活
動
を
活
性
化
す
る
た

め
に
、
四
病
協
の
会
長
会
の
了
解
の
も
と
に

日
本
在
支
病
連
絡
協
を
設
立
し
た
の
で
す
。

目
下
、
会
員
を
募
集
中
で
、
８
月
４
日
時
点

で
１
０
２
医
療
機
関
が
入
会
し
ま
し
た
。

■
民
間
中
小
病
院
は
在
宅
医
療
を
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
ね
？

鈴
木　

厚
労
省
の
「
在
宅
医
療
及
び
医
療
・

■
鈴
木
理
事
長
の
ご
経
歴
と
志
村
フ
ロ
イ
デ

グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木　
１
９
９
８
年
医
療
法
人
博
仁
会
理
事

長
に
就
任
。
２
０
０
９
年
か
ら
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
委
員
、
２
０
１
０
年
か
ら
日
本
医

師
会
常
任
理
事
を
務
め
、
現
在
は
茨
城
県
医

師
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
志
村
フ
ロ
イ
デ
グ

ル
ー
プ
は
医
療
法
人
博
仁
会
、
社
会
福
祉
法
人

博
友
会
、
学
校
法
人
志
村
学
園
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
志
村
大
宮
病
院
（
１
７
８
床
）
は
地

域
密
着
型
中
小
病
院
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
所
在
地
の
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
は
高
齢

化
率
が
38
％
な
の
で
医
療
だ
け
で
は
対
応
で
き

ま
せ
ん
。
介
護
、
介
護
予
防
、
生
活
支
援
な
ど

を
通
じ
て
地
域
と
緊
密
に
関
わ
って
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
に
も
参
加
し
、
昨
日
は

国
土
交
通
省
の
担
当
者
を
招
い
て
第
11
回
茨

木
北
西
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。

■
一
般
社
団
法
人
日
本
在
宅
療
養
支
援
病
院
連
絡

協
議
会
発
足
の
経
緯
を
は
じ
め
、
団
体
概
要
、
今

後
の
使
命
と
役
割
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木　

日
本
在
宅
療
養
支
援
病
院
連
絡
協

議
会
（
以
下
日
本
在
支
病
連
絡
協
）
は
今

年
３
月
に
設
立
さ
れ
、
６
月
に
は
総
会
を

開
い
て
実
質
的
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

さ
か
の
ぼ
れ
ば
２
０
１
３
年
に
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
の
報
告
書
が
出
さ
れ
、

介
護
連
携
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

に
も
そ
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
在
宅

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
る
病
院
も
多

い
の
で
す
が
、
Ｗ
Ｇ
の
議
論
な
ど
を
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。
日
本
在
支
病
連
絡
協
は

２
０
０
床
未
満
の
地
域
密
着
型
中
小
病
院
の

集
ま
り
な
の
で
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
議
論
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
中
小
病
院
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
団

体
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
在
支
病
の
議
論

が
進
ん
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
密
着
型

中
小
病
院
の
機
能
は
今
、
超
高
齢
社
会
の
な

か
で
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
、
厚
労
省
の
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
な
っ
て
診
療
報
酬
改
定
へ
の

提
言
も
含
め
て
活
動
し
て
い
く
方
針
で
す
。

■
入
院
医
療
、
外
来
医
療
と
合
わ
せ
医
療

提
供
の
大
き
な
柱
と
な
っ
た
日
本
の
在
宅

医
療
の
変
遷
を
振
り
返
っ
て
、
何
が
大
き

な
転
換
点
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
２
０
１
３
年
の

日
医
・
四
病
院
団
体
協
議
会
の
合
同
提
言

で
し
ょ
う
。
厚
労
省
保
険
局
医
療
課
が
診

療
報
酬
改
定
の
た
び
に
最
初
の
資
料
に
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
い
ま
だ
に
提
言
は
生
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
合
同
提
言
で
は
在
宅
医

療
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
こ
の
頃

か
ら
日
医
が
在
宅
医
療
に
本
格
的
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
郡
市

区
医
師
会
長
の
な
か
に
は
「
施
設
に
入
れ
な

マンパワーを持つ在支病が
周辺の医療機関をサポート
地域の在宅医療体制を強化

「在宅医療及び医療・介護連携に関するワーキンググループ」構成員の鈴木邦彦氏は、今年３
月に設立された日本在宅療養支援病院連絡協議会 会長に就任した。２００床未満の中小病院
が地域密着型中小病院として、在宅療養支援病院機能を発揮する環境整備に取り組んでいる。

医療法人博仁会　理事長
志村大宮病院　院長
一般社団法人日本在宅療養支援病院連絡協議会
会長

鈴木 邦彦 氏 
Suzuki Kunihiko
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割
ぐ
ら
い
の
都
道
府
県
で
は
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
資
料
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
議
論
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
在
宅
医
療
圏
の
設
定
も
必
要

で
あ
る
と
議
論
の
対
象
に
加
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
医
療
計
画
で
は
在
宅
医
療

の
役
割
が
、
退
院
時
の
支
援
、
急
変
時
の

支
援
、
看
取
時
の
支
援
、
日
常
の
支
援
と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
災
害
時
の

支
援
が
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
マ

ン
パ
ワ
ー
を
持
つ
在
支
病
が
災
害
拠
点
病

院
と
の
連
携
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
こ

と
が
必
要
で
す
。

■
開
業
医
の
高
齢
化
が
問
題
と
な
る
中
、

在
宅
医
療
の
医
師
の
確
保
並
び
に
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、マ
ン
パ
ワ
ー

確
保
へ
の
課
題
と
打
開
策
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
。

鈴
木　

難
し
い
問
題
で
す
が
、
在
支
病
の

よ
う
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
持
つ
医
療
機
関
が
拠

点
に
な
っ
て
、
周
辺
の
医
療
機
関
を
支
援

す
る
体
制
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

■
入
院
医
療
だ
け
で
な
く
在
宅
医
療
に
お

い
て
も
多
職
種
協
働
の
チ
ー
ム
ケ
ア
が
一
般

的
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

鈴
木　

在
宅
に
お
い
て
も
多
職
種
協
働
が

い
人
は
在
宅
医
療
で
受
け
ざ
る
を
得
な
い
」

と
話
す
方
も
い
ま
し
た
し
、
在
宅
医
療
を

手
が
け
る
医
師
に
は
「
入
院
医
療
対
在
宅

医
療
」
と
対
立
構
造
を
あ
お
り
立
て
、「
絶

対
に
入
院
さ
せ
な
い
こ
と
」
を
ポ
リ
シ
ー
に

し
て
い
る
よ
う
な
方
も
い
ま
し
た
（
笑
）。

　

そ
う
し
た
在
宅
原
理
主
義
は
お
し
ま
い
に

し
て
、
入
院
医
療
と
在
宅
医
療
の
両
方
で

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
サ
高
住
や
住
宅

型
有
老
な
ど
「
家
族
が
い
な
い
在
宅
、
施
設

的
な
在
宅
の
場
」
も
で
き
て
き
た
の
で
、
そ

も
そ
も
施
設
と
在
宅
は
対
立
構
造
で
は
な

い
と
い
う
理
解
が
だ
い
ぶ
深
ま
り
ま
し
た
。

■
諸
外
国
の
在
宅
医
療
の
情
勢
と
日
本
と

の
比
較
、
あ
る
い
は
参
考
に
す
べ
き
在
宅

医
療
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

示
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木　

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
９
年
ま
で

毎
年
、
民
間
病
院
の
経
営
者
有
志
と
研
究

者
の
同
行
を
得
て
、
12
回
の
海
外
訪
問
調
査

を
実
施
し
、
報
告
書
を
作
成
し
て
き
ま
し

た
。
結
論
は
、「
理
想
的
な
医
療
制
度
の
国

は
存
在
し
な
い
」
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
在
宅

入
院
制
度
が
話
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
の
質
の
良
い
在
宅
医
療
と
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
医
療
提
供
に
と
て
も
良
く
取
り

組
ん
で
い
る
国
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
対
応
す
る
た

め
の
改
革
や
見
直
し
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
、
地
域

医
療
構
想
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

２
０
２
５
年
を
目
標
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
話
し
合
う
と
い
う
緩

や
か
な
改
革
で
す
が
、
こ
れ
が
で
き
な
い
と

次
は
強
権
的
な
改
革
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
言
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
私
は
現

在
、
茨
城
県
医
師
会
長
で
す
が
、
や
る
べ

き
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
地
域
で
し
っ

か
り
と
実
行
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
は
毎
週
、
地
域
医
療
構
想
は
毎
月
県
と

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
は

や
り
切
れ
な
い
の
で
、
医
師
会
と
連
携
す

る
こ
と
で
進
め
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
地
域
医
療
構

想
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
充
実
・
強
化
―

―
こ
の
３
つ
は
セ
ッ
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
「
在
宅
医
療
及
び
医
療
・
介
護
連
携
に

関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
議
論
の

流
れ
と
論
点
、
今
後
の
見
通
し
な
ど
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

鈴
木　

２
０
１
８
年
に
提
出
さ
れ
た
資
料
に

「
第
８
次
医
療
計
画
に
在
宅
医
療
に
積
極
的

取
り
組
む
医
療
機
関
と
在
宅
医
療
の
連
携

拠
点
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

書
か
れ
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
９

必
要
だ
か
ら
こ
そ
マ
ン
パ
ワ
ー
の
あ
る
在
支

病
の
役
割
が
重
要
な
の
で
す
。
地
元
の
常

陸
大
宮
市
で
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

持
っ
て
い
る
の
は
博
仁
会
の
み
で
す
が
、
地

方
に
行
く
と
ど
の
医
療
機
関
で
も
多
職
種

の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
在
宅
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の
見
通
し
は
い
か

が
で
し
ょ
う
？

鈴
木　

博
仁
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ジ
タ
ル

機
器
を
導
入
し
て
、
訪
問
看
護
師
は
現
場

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の

分
野
は
30
代
以
下
の
若
い
人
に
は
か
な
わ
な

い
の
で
、
私
の
役
割
は
「
ど
ん
ど
ん
進
め
て

く
だ
さ
い
」
と
促
し
て
、
若
い
人
た
ち
の
邪

魔
を
し
な
い
こ
と
で
す
（
笑
）。

■
日
本
在
支
病
連
絡
協
の
会
長
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
在
宅
医
療
政
策
に
つ
い
て

の
国
、
都
道
府
県
な
ど
へ
の
政
策
提
言

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木　

地
域
共
生
社
会
に
お
け
る
医
療
の

柱
と
し
て
、
高
度
急
性
期
大
病
院
、
地
域

密
着
型
中
小
病
院
の
２
つ
が
必
要
で
す
。
診

療
報
酬
で
高
度
急
性
期
病
院
の
体
制
強
化

に
財
源
が
充
当
さ
れ
た
一
方
で
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
と
回
復
期
リ
ハ
病
棟
の
評
価
が

削
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
発
信

し
て
い
く
方
針
で
す
。
私
は
国
と
県
の
両
方

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

『地域包括ケアの実現に求められる在宅医療の整備拡充とその将来』

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集
在宅医療 Part1　2040年の地域医療の大きな柱となる在宅医療!!

Visionと戦略  2022.915



Part
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を
や
る
先
生
や
、
病
院
に
勤
務
し
な
が
ら

在
宅
を
や
る
先
生
は
昔
も
い
ま
し
た
。

■
今
年
で
開
業
26
年
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
経
営
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

川
島　

３
つ
の
事
業
を
企
業
化
す
る
つ
も

り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
祖
父
も

父
も
薬
剤
師
で
し
た
し
、
私
の
弟
は
医
師

で
、
弟
の
息
子
も
医
学
生
で
す
。
祖
父
の

前
の
代
は
江
戸
時
代
に
な
り
ま
す
が
、
薬

師
や
漢
方
医
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
代

か
ら
商
売
の
よ
う
に
事
業
拡
大
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、
企
業
化
せ
ず
家
業
と
し
て

続
け
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
２
院
で
、
多
い
と
き

は
６
０
０
人
の
患
者
さ
ん
を
診
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
３
５
０
人
程
度
に
縮
小
し
て
、

10
名
の
医
師
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

■
長
年
の
業
歴
以
外
に
、
他
の
在
宅
医
療

機
関
と
の
違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

川
島　

見
た
目
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
よ

（
笑
）。
日
本
の
医
療
機
関
に
は
一
定
の
条

件
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
他
の
医
療
機

関
と
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
私
個
人
の
も
の
の
見
方
と
一
般
的
な

医
師
と
の
大
き
な
違
い
を
聞
か
れ
れ
ば
、
違

い
は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
私
の
場
合
、「
よ

り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
」
と
い
う
考
え

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
良
い
医
療
は
、

■
川
島
先
生
の
ご
経
歴
と
仙
台
往
診
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

川
島　

酒
田
市
立
病
院
等
の
勤
務
を
経

て
、
１
９
９
６
年
、
在
宅
医
療
専
門
の
診

療
所
「
仙
台
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
業

し
ま
し
た
。
在
宅
医
療
の
実
践
、
在
宅
医

療
を
め
ざ
す
医
師
の
育
成
、
厚
生
労
働
研

究
の
受
託
な
ど
の
研
究
、
こ
の
３
つ
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
時
々
で
医
師
や
患

者
数
が
増
え
た
り
減
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
制
度
云
々
以
前
に
訪
問
診
療

や
往
診
が
行
な
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
診
療
は
、
ほ
と
ん

ど
が
訪
問
診
療
や
往
診
だ
っ
た
の
で
、
日

本
の
歴
史
で
は
当
た
り
前
の
姿
だ
っ
た
の
で

す
。
江
戸
時
代
に
医
師
国
家
試
験
は
な
く
、

医
師
は
徒
弟
制
度
で
修
業
を
積
ん
で
免
許

皆
伝
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
保
険
点
数
で
総

合
診
療
料
や
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
が

創
設
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
で
初
め
て
在
宅

医
療
に
特
化
し
た
の
は
、
う
ち
の
ク
リ
ニッ

ク
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
外
来
を
や
り
な
が
ら
在
宅

医
療
を
行
う
私
た
ち
と
医
療
を
受
け
る
生

活
者
の
間
で
、両
者
が
つ
く
り
上
げ
て
い
く
。

そ
こ
に
は
行
政
も
関
わ
り
、
介
護
ス
タ
ッ
フ

も
関
わ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
も
介
在
し
ま

す
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
家
風
に
合
わ
せ

て
家
ご
と
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
在

宅
医
療
の
お
も
し
ろ
み
で
す
。

　

一
軒
、
一
軒
、
ご
家
族
の
考
え
方
は
違

い
ま
す
し
、
う
ち
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
も
違
い

ま
す
。
そ
の
中
に
加
わ
っ
て
、
そ
の
家
の
状

況
が
安
定
す
る
よ
う
に
皆
で
支
え
て
い
る
の

で
、「
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
」
と
か

「
よ
り
良
い
看
護
を
提
供
す
る
」
と
話
す

人
は
上
か
ら
目
線
だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

■
在
宅
医
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

川
島　

う
ち
は
一
地
方
の
一
診
療
所
な
の

で
、
そ
の
範
囲
で
可
能
な
教
育
し
か
で
き
ま

せ
ん
。
在
宅
医
の
育
成
は
本
来
な
ら
文
部

科
学
省
が
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ

で
す
。
６
年
間
の
医
学
部
教
育
で
、
自
宅

で
暮
ら
す
人
と
と
も
に
あ
る
医
師
の
在
り

方
は
全
く
教
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
行
政
や

福
祉
制
度
、介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
含
め
て
、

生
き
て
い
く
こ
と
の
視
点
が
全
く
な
い
教
育

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
論
で
臓
器
を
ど

う
扱
う
か
と
い
う
教
育
に
徹
し
て
い
て
、
い

つ
ま
で
経
っ
て
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

個々の家風に合わせて
「より良い医療」を
患者・家族とつくり上げる
医師と患者・家族の関係を「観察者VS対象者」ではなく、「より良い医療」をつくり上げる
共同作業者と捉える川島孝一郎氏。在宅医療専門クリニックを開業して 26 年、長年の経験
を踏まえ、在宅医療の本質を語った。

仙台往診クリニック　
院長

川島孝一郎 氏 
Kawashima Koichiro
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「
で
も
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
は
急
死
で
す
よ
。
こ

の
場
で
急
死
し
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
？
」

と
現
実
的
な
説
明
を
す
る
と
途
端
に
聴
衆

が
暗
い
表
情
に
な
り
、
も
う
一
度
「
ピ
ン
ピ

ン
コ
ロ
リ
し
た
い
人
？
」
と
聞
く
と
３
割
ぐ

ら
い
し
か
手
を
上
げ
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
９
割
は
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
が
で
き

ま
せ
ん
。
車
椅
子
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
亡
く
な
る
の
が
私

た
ち
の
宿
命
で
す
。
寝
た
き
り
に
な
る
と

は
障
害
者
に
な
る
こ
と
な
の
で
、
疾
病
論
や

症
候
論
の
よ
う
に
病
気
と
し
て
診
る
の
で
な

く
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ
（
国
際
生
活
機
能
分
類
）
の

視
点
で
障
害
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
と
い
う

支
援
策
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
医
師
に
欠
け
て
い
る
側
面
で

す
、
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
と
障
害
を
持
っ

て
い
る
人
が
同
じ
人
物
な
の
で
、
見
方
を
変

え
れ
ば
「
よ
り
良
い
生
活
を
営
め
て
、
生

き
て
い
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
最
期
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
べ
き
で
す
が
、
そ

の
教
育
が
全
く
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■
在
宅
医
療
を
拡
充
す
る
た
め
の
マ
ン
パ

ワ
ー
と
し
て
、
医
師
だ
け
で
な
く
特
定
看

護
師
な
ど
の
確
保
策
に
つ
い
て
の
ご
意
見

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

川
島　

７
～
８
年
前
に
、
在
宅
医
療
の
保

険
点
数
と
入
院
医
療
の
保
険
点
数
の
比
較

を
厚
労
省
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
在
宅
医

療
の
点
数
は
確
実
に
入
院
医
療
よ
り
も
低

い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
癌
治
療

は
ホ
ス
ピ
ス
で
は
１
０
０
万
円
か
か
り
ま
す

が
、
在
宅
で
は
在
宅
が
ん
医
療
総
合
診
療

料
を
算
定
で
き
て
も
50
万
円
以
下
で
す
。

人
工
呼
吸
器
を
付
け
て
い
る
重
症
な
方
を

病
院
で
診
れ
ば
、
在
院
し
て
い
る
だ
け
で

80
万
円
か
か
り
ま
す
が
、
在
宅
な
ら
３
分

の
１
の
二
十
数
万
円
で
す
。

　

早
く
退
院
さ
せ
て
、
受
け
手
と
し
て
の

医
師
を
確
保
す
る
に
は
、
厚
労
省
が
医
学

部
学
生
の
人
数
に
対
し
て
各
診
療
科
の
定

員
を
決
め
て
、
そ
こ
に
在
宅
医
療
も
含
め

る
な
ど
の
強
硬
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
が
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
デ
ジ
タ
ル
化
の
在
り
方
は
ど
う
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

川
島　

医
師
が
観
察
者
で
、
患
者
・
家
族

が
対
象
者
で
、
観
察
者
が
対
象
者
を
観
察

し
、
い
じ
っ
て
何
か
を
や
っ
て
や
ろ
う
い
う
と

い
う
考
え
方
を
改
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
生
活
の
中
に
入
っ
て
いっ
て
、
いっ
し
ょ
に

世
界
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
私
の

考
え
る
医
療
者
の
在
り
方
で
す
。
そ
の
家

の
雰
囲
気
や
訪
問
し
て
い
る
他
の
職
種
の
人

た
ち
全
体
の
中
に
医
師
が
入
る
に
は
、
あ

る
程
度
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
駆
使
し
て
も

よ
い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
済
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
部
教
育
に
加
え
て
研
修
制
度
で
も
学
ぶ

機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
後
期
研
修
の
19
科

目
の
う
ち
在
宅
医
療
や
地
域
医
療
に
比
較

的
近
い
の
は
総
合
診
療
で
、
他
の
科
で
は
総

合
診
療
を
学
ば
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。
例

え
ば
医
学
部
の
１
学
年
１
０
０
人
の
う
ち
、

在
宅
医
療
に
は
１
～
２
名
が
輩
出
さ
れ
ば
よ

い
と
い
う
実
態
が
今
で
も
続
き
、
全
く
改

革
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
責
任
は
文
科
省

に
あ
り
ま
す
。

■
厚
労
省
の
在
宅
医
療
政
策
に
は
ど
ん
な

問
題
が
指
摘
で
き
ま
す
か
？

川
島　

厚
労
省
が
在
宅
医
療
を
普
及
さ
せ

た
い
理
由
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
表
の
理
由
は

国
民
が
望
ん
で
い
る
か
ら
で
、
国
民
の
６
割

が
自
宅
で
の
療
養
を
望
ん
で
い
て
、
癌
患
者

の
86
％
は
最
期
を
自
宅
で
迎
え
た
い
と
い
う

調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
裏
の
理

由
は
医
療
費
削
減
で
、
在
宅
医
療
を
普
及

さ
せ
れ
ば
確
実
に
医
療
費
が
下
が
る
こ
と

は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
医
療
制
度
は
入
院
と
入
院
外
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
適
切
で
あ

り
ま
せ
ん
。
外
来
診
療
、
入
院
診
療
、
訪

問
診
療
に
分
け
る
べ
き
で
す
。
在
宅
医
療

で
は
な
く
訪
問
医
療
で
す
。
在
宅
医
療
に

は
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
や
在
宅
酸
素
療

法
の
点
数
な
ど
、
病
院
医
師
が
訪
問
も
し

な
い
の
に
算
定
し
て
い
る
点
数
も
含
ま
れ
、

し
か
も
「
在
宅
」
の
名
の
付
く
点
数
の
４

割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
“
訪
問
し
な
い
在
宅
医
療
”
と
い
う
い

び
つ
な
実
態
が
定
着
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

川
島　

そ
う
で
す
。
訪
問
診
療
と
緊
急
往

診
の
点
数
は
「
在
宅
」
の
３
分
の
１
ぐ
ら
い

で
す
。
も
っ
と
在
宅
を
進
め
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
在
宅
医
療
と
い
う
言
葉
で
は
な
く
て

訪
問
診
療
と
言
い
換
え
る
べ
き
で
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
訪
問
に
点
数
を
付
け
る
べ
き
で
す
。

外
来
診
療
、
入
院
診
療
、
訪
問
診
療
に
３

分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
を
上
手
く

つ
な
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
厚
労
省
の
役
割
で
す
が
、
全
く
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
関
連
団
体
と
の
し
が
ら
み

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
文
科
省
と
厚
労

省
が
改
革
を
行
わ
な
い
限
り
、
在
宅
医
療

は
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

■
在
宅
医
療
は
家
風
の
中
に
入
っ
て
い
く

の
で
、
医
療
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

川
島　

日
本
人
の
９
割
は
、
寝
た
き
り
に

な
っ
て
か
ら
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
急
死
、

別
の
言
葉
で
は
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
で
す
が
、
こ

れ
は
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
す
。
私
が
講
演

で
「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
し
た
い
人
？
」
と
聞

く
と
、ほ
と
ん
ど
の
聴
衆
が
手
を
上
げ
ま
す
。

『地域包括ケアの実現に求められる在宅医療の整備拡充とその将来』

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集
在宅医療 Part1　2040年の地域医療の大きな柱となる在宅医療!!
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ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
り
（
ケ
ア
し
）
な
が
ら
必
要
な

キ
ュ
ア
を
選
ん
で
い
く
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
最
近

の
言
葉
で
い
う
な
ら
Ａ
Ｃ
Ｐ
で
、
只
今
哲
学
的
な

考
察
も
含
め
て
論
文
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
学
術
実
績
は
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

が
欲
し
い
領
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
学
術

実
績
へ
の
関
心
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
私
は
66

歳
に
な
っ
た
の
で
、
論
文
を
認
め
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
次
の
世
代
の
医
療
者
た
ち
に
在
宅

医
療
を
広
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
、
論
文

作
成
で
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
（
キ
ュ
ア
）
よ
り

普
及
（
ケ
ア
）
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
先
生
が
運
営
さ
れ
て
い
る
「
在
宅
ケ
ア
ネ
ッ

ト
鹿
児
島
Ｍ
Ｌ
（
Ｃ
Ｎ
Ｋ 

― 

Ｍ
Ｌ
）」
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

中
野　

２
０
０
６
年
に
鹿
児
島
市
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
た
め
の
情
報
ツ
ー
ル
と
し

て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
全
国
で
講
演
活
動
を
す

る
中
で
「
国
の
在
宅
医
療
を
動
か
す
た
め
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
し
、
鹿
児
島
市

内
で
は
な
く
全
国
の
主
要
な
会
員
が
増
え
、
多

く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
構
築
に
大
き
く
貢
献

し
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
２
０
１
３

年
に
行
わ
れ
た
社
会
保
障
改
革
国
民
会
議
で
は

Ｃ
Ｎ
Ｋ
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
（
社
会
保
障
改
革
国
民
会
議
の
委
員
の

中
に
は
、
ま
た
厚
労
省
の
役
人
の
方
に
は
、
多

く
の
Ｃ
Ｎ
Ｋ
－
Ｍ
Ｌ
の
会
員
が
お
ら
れ
ま
し
た
）。

■
医
療
法
人
ナ
カ
ノ
会
の
概
要
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

中
野　

開
業
は
１
９
９
９
年
で
す
。
医
療
法
人

ナ
カ
ノ
会
は
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
（
無

床
）、
機
能
強
化
型
１
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
・
ナ
カ
ノ
」

（
20
室
）、
ナ
カ
ノ
看
多
機
（
泊
５
室
）
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
数
は
約
90
名
で
す
。

　

ナ
カ
ノ
在
宅
医
療
ク
リ
ニッ
ク
は
日
本
在
宅
医

学
学
会
の
認
定
専
門
医
研
修
施
設
で
あ
る
と
同

時
に
、
私
が
鹿
児
島
大
学
医
学
部
臨
床
教
授

に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ナ
カ
ノ
会
は
鹿
児

島
大
学
医
学
部
６
年
生
の
学
生
実
習
施
設
と
し

て
毎
年
60
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

■
ナ
カ
ノ
会
の
在
宅
医
療
の
取
り
組
み
で
他
の
在

宅
医
療
機
関
と
の
違
い
や
特
徴
は
何
で
し
ょ
う
か
。

中
野　

在
宅
医
療
を
た
ん
な
る
外
来
の
延
長
で

行
っ
て
い
る
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
が
、
ナ
カ
ノ

会
の
違
い
を
一
言
で
表
現
す
れ
ば
「
キ
ュ
ア
・
ケ

ア
志
向
在
宅
医
療
を
ど
れ
だ
け
分
か
って
い
る
か
」

で
す
。
在
宅
医
療
は
治
療
で
は
な
く
、患
者
さ
ん
、

家
族
に
と
って
は
例
え
同
じ
病
気
で
あ
って
も
個
々

に
見
方
が
違
っ
て
く
る
の
で
、
そ
こ
を
ど
う
コ
ミ
ュ

　

２
０
１
２
年
に
国
の
在
宅
医
療
連
携
拠
点

事
業
が
始
ま
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｎ
Ｋ
の
役

割
は
終
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度
の

役
目
を
果
た
し
た
と
思
う
の
で
、
そ
の
後
メ
ン

バ
ー
数
の
増
加
は
図
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
約
２
０
０
０
人
で
、
こ

れ
だ
け
の
人
数
が
揃
っ
て
い
れ
ば
十
分
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
す
。
反
論
も
含
め
て

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
意
見
を
い
た
だ
け
て
在
宅

医
療
の
理
論
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
在
宅

医
療
を
理
論
化
す
る
こ
と
は
私
の
大
き
な
夢

で
も
あ
り
、
メ
ー
リ
ン
グ
活
動
を
通
し
て
、
そ

れ
が
形
に
な
り
つつ
あ
り
ま
す
。

■
在
宅
医
療
で
実
践
さ
れ
た
多
職
種
協
働
の
チ
ー

ム
ケ
ア
が
病
院
で
も
一
般
的
と
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
先
生
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

中
野　

病
院
の
チ
ー
ム
体
制
は
医
師
を
ト
ッ
プ

に
据
え
た
軍
隊
組
織
（
縦
組
織
）
な
の
で
、

多
職
種
連
携
は
形
だ
け
で
浸
透
し
に
く
い
と

思
い
ま
す
。
多
職
種
連
携
は
ケ
ア
の
た
め
に
確

立
さ
れ
た
チ
ー
ム
体
制
で
あ
り
、
病
院
の
多
職

種
連
携
が
在
宅
に
も
移
行
し
た
と
い
う
考
え

が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
キ
ュア
志
向
で
す
。

現
実
は
逆
で
、
在
宅
医
療
で
確
立
さ
れ
た
多

職
種
連
携
が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
に
病
院
に
普
及

し
て
い
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
が
施
さ
れ
た

治
療
に
納
得
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
病
院
は

無
関
心
で
し
た
が
、
ケ
ア
（
横
組
織
）
の
概

念
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

在宅医療システムは定着
医師と患者の言語ゲームで
患者が治療を選択する時代

「在宅ケアネット鹿児島 ML（CNK – ML）」で重ねた議論で、国に在宅医療連携拠点事
業創出を促した中野一司氏。キュアとケアの関係からＡＣＰの在り方を整理して、諸外国に
提言していく準備に入ったという。日本の在宅医療の現状について聞いた。

医療法人ナカノ会
ナカノ在宅医療クリニック
理事長・院長

中野 一司 氏 
Nakano Kazushi
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看
護
師
は
職
責
上
「
も
う
す
ぐ
亡
く
な
る
」

と
言
え
ま
せ
ん
。
死
期
を
想
定
し
た
う
え
で

行
う
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
は
、
医
師
が
現
場

に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
海
外
に
学
ぶ
と
い

う
よ
り
は
、
医
師
が
現
場
に
は
いっ
た
と
き
の

思
考
に
つ
い
て
海
外
に
提
言
し
て
い
き
た
い
で

す
。
英
語
が
苦
手
な
の
で
す
が（
笑
）、が
ん
ば
っ

て
提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
医
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
補
う
た
め
に
、
特

定
看
護
師
へ
の
権
限
移
譲
や
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク

テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
Ｎ
Ｐ
）
の
制
度
化
に
は
、
ど

ん
な
ご
意
見
を
お
持
ち
で
す
か
。

中
野　

在
宅
医
に
代
わ
る
看
護
師
が
誕
生
す
れ

ば
、
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が

る
と
思
い
ま
す
。
処
方
権
を
与
え
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
先
ほ
ど
の
話
と
矛
盾
す
る
よ
う
で
す
が
、

将
来
的
に
医
師
は
外
来
を
中
心
に
し
て
必
要
に

応
じ
て
訪
問
す
れ
ば
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
シ

ス
テ
ム
全
体
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
考
え
れ

ば
）。
特
定
看
護
師
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

自
己
主
張
を
す
る
医
師
は
邪
魔
に
な
る
の
で
引

退
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

本
来
、
治
療
や
薬
の
選
択
は
患
者
さ
ん
が
み
ず
か

ら
行
う
も
の
で
、
そ
れ
が
ケ
ア
の
本
質
で
す
。

■
「
医
療
と
は
何
か
？
」
と
い
う
根
源
的
な

問
い
に
行
き
着
く
テ
ー
マ
で
す
ね
。

中
野　

医
療
に
は
「
正
し
い
判
断
」（
絶
対
的

真
理
）
か
ら
「
正
し
い
と
確
信
す
る
判
断
」（
相

■
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
在
宅
医
療

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
野　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
省
力
化
の
役
に
立
ち

ま
す
し
、
在
宅
医
療
も
半
分
ぐ
ら
い
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

済
む
と
も
言
え
ま
す
。
た
だ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
く
ま

で
仮
想
空
間
を
つ
く
り
出
す
情
報
収
集
の
た
め
の

道
具
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
情
報
交
換
は
で
き
ま
す

が
、
互
い
に
ど
う
い
う
人
間
か
は
分
か
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
在
宅
医
療
の
現
場
は
、
末
期
が
ん
な

ど
で
今
日
亡
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
方
と
の
真
剣

勝
負
な
の
で
、
リ
ア
ル
な
対
面
は
絶
対
に
外
せ
ま

せ
ん
。
そ
の
一
方
で
病
院
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
診
断
を

し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
手
術
を
す
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん

人
手
が
要
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
実
習
に

来
る
医
学
生
た
ち
に
「
専
門
医
を
め
ざ
す
の
な
ら

Ａ
Ｉ
に
知
見
を
教
え
ら
れ
る
だ
け
の
専
門
医
に
な

ら
な
い
と
意
味
が
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
医
師
は
ど
ん
ど
ん
地

域
に
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
信
を
も
っ

て
言
え
る
こ
と
は
、
い
ま
や
在
宅
医
療
が
医
療

の
最
先
端
で
あ
る
こ
と
で
す
。
決
し
て
Ａ
Ｉ
を

使
っ
た
医
療
が
最
先
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
厚
生
労
働
省
は
、
第
８
次
医
療
計
画
策
定

に
向
け
て
在
宅
医
療
及
び
医
療
・
介
護
連
携

に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

を
発
足
さ

せ
、
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対

す
る
ご
意
見
や
、
国
、
都
道
府
県
な
ど
へ
の

政
策
提
言
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

中
野　
Ｃ
Ｎ
Ｋ
の
役
割
（
国
に
在
宅
医
療
や
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
を
訴
え
る
）
は
終

え
た
の
で
、
と
く
に
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
で
地
域

包
括
ケ
ア
や
在
宅
医
療
の
重
要
性
が
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
嵐
の
中
な
の
で
見

え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
嵐
が
過
ぎ
去
れ
ば

こ
れ
ら
の
重
要
性
は
一
目
瞭
然
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
在
宅
医
療
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
シ
ス
テ
ム
論
で
語
る
時
期
は
終
わ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
想
像
以
上
に
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
り

つつ
あ
り
ま
す
。
同
じ
地
域
包
括
ケ
ア
で
も
鹿
児

島
市
と
札
幌
市
で
は
違
う
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
れ

か
ら
は
現
場
で
発
想
し
て
創
って
い
く
時
期
で
す
。

■
海
外
の
在
宅
医
療
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
日
本
に
導
入
す
べ
き
医
療

体
制
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

中
野　

医
師
が
行
う
在
宅
医
療
は
、
日
本
が
世

界
で
最
も
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ

で
は
医
師
の
訪
問
は
一
部
で
す
し
、
イ
ギ
リ
ス

Ｇ
Ｐ
も
外
来
体
制
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
訪
問
す

る
と
い
う
往
診
で
す
。
在
宅
医
療
の
最
前
線
に

立
っ
て
い
る
の
は
ナ
ー
ス
で
す
。
日
本
の
在
宅
医

療
は
医
師
が
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
意
味

が
あ
り
、
医
師
で
な
い
と
現
場
の
問
題
を
こ
れ

だ
け
理
論
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

医
師
が
在
宅
に
入
る
こ
と
に
は
コ
ス
ト
が
高

く
な
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、

Ａ
Ｉ
活
用
な
ど
で
削
減
さ
れ
ま
す
し
、
そ
も

そ
も
何
の
た
め
に
コ
ス
ト
を
使
う
の
か
と
い
え

ば
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ケ
ア
）
の
た
め
で
す
。

そ
こ
に
医
師
が
入
っ
て
こ
な
け
れ
ば
ケ
ア
は
言

語
化
が
で
き
な
い
と
い
う
自
負
は
あ
り
ま
す
。

対
的
真
理
）
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
医
療
と
は
、「
正
し
い
と
確
信

す
る
判
断
」
に
つ
い
て
医
療
者
と
患
者
間
の
言

語
ゲ
ー
ム
（
ケ
ア
）
で
必
要
な
キ
ュア
を
選
択
し

て
い
く
行
動
で
す
。
そ
れ
が
、
す
な
わ
ち
Ａ
Ｃ

Ｐ
で
も
あ
り
ま
す
（
行
岡
先
生
の
参
考
文
献
）。

■
ナ
カ
ノ
会
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
野　

現
在
は
有
床
診
療
所
の
開
設
を
計
画
中

で
、
す
で
に
設
計
図
は
完
成
し
て
い
ま
す
。
急
性

期
を
終
え
た
後
の
バッ
ク
ベッ
ド
を
用
意
し
、
地
域

に
誘
導
す
る
体
制
を
築
け
れ
ば
、
私
の
強
み
で
あ

る
在
宅
医
療
を
理
解
し
た
上
で
の
退
院
支
援
を

活
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。
３
年
後
を
目
標
に
有
床

診
療
所
を
開
設
す
る
計
画
で
す
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と
し
て
の
有
床
診
療
所
の
設

立
で
、自
院
や
地
域
の
診
療
所
の
在
宅
患
者
の
バッ

ク
ベッ
ト
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
機
能
）
や
、
看
取
り

の
た
め
の
終
末
期
医
療
の
ベッ
ド
と
し
て
も
活
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
有
床
診
療
所
の
開
設
と
と

も
に
、外
来
診
療
も
開
始
し
、か
か
り
つ
け
医
（
総

合
診
療
専
門
医
）
の
教
育
施
設
と
し
て
も
進
化

さ
せ
、
慢
性
期
に
対
応
で
き
る
医
師
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

医療とは何か
現場で根本問題を解きほぐす
（行岡哲男著）

『地域包括ケアの実現に求められる在宅医療の整備拡充とその将来』

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集
在宅医療 Part1　2040年の地域医療の大きな柱となる在宅医療!!
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ジ
ャ
ー
を
３
年
務
め
、
２
０
０
９
年
に
厚
労
省

に
入
省
し
ま
し
た
。
在
宅
医
療
専
門
官
と
し

て
、
診
療
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
、
東
日
本

大
震
災
対
応
、
医
療
計
画
指
針
策
定
な
ど
に

携
わ
り
、２
０
１
６
年
に
現
職
に
就
き
ま
し
た
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
研
究
機
構
の
事
業
内
容
と

直
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

山
岸　

設
立
は
２
０
１
７
年
で
、
施
策
、
現

場
、
研
究
を
つ
な
ぐ
仕
事
の
ニ
ー
ズ
が
多
く
、

自
治
体
や
医
師
会
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
い
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
１
０
０
名
近

い
登
録
研
究
者
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て
プ
ロ

ジェク
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

直
近
で
は
、
内
閣
府
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
健

康
特
区
に
３
地
域
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、

長
野
県
茅
野
市
の
ヘル
ス
ケ
ア
領
域
の
Ｐ
Ｍ
Ｏ

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
）
を

受
託
し
ま
し
た
。
規
制
緩
和
の
観
点
か
ら
、

在
宅
看
護
の
在
宅
看
護
領
域
に
お
け
る
裁

量
拡
大
や
規
制
緩
和
が
重
点
項
目
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
２
年
度
か
ら
は
厚
労

省
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
体

制
整
備
事
業
・
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
版
」
で
は
研
修
会

の
責
任
者
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
令
和
３
年
度
在
宅
医
療

提
供
機
関
の
事
業
継
続
計
画
に
係
る
研
究

の
研
究
代
表
者
、
令
和
４
年
度
在
宅
医
療

提
供
機
関
の
事
業
計
画
策
定
推
進
専
門
委

員
会
委
員
長
、
保
健
所
の
在
り
方
検
討
会

■
山
岸
理
事
長
の
ご
経
歴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
岸　

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
に
５
年
勤
務

後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
小
児
病
院
に
勤
務

し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
も
乗
り
ま
し
た
。
当

時
、
１
０
０
０
床
規
模
の
病
院
で
も
在
院
日

数
が
30
日
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
５
日
程
度
で
し
た
。
私
が
「
こ
ん

な
状
態
で
退
院
さ
せ
て
よ
い
の
か
？
」
と
異
議

を
唱
え
る
と
「
在
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
生

活
で
き
る
状
況
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
あ
って
、

長
く
入
院
し
て
も
良
い
こ
と
は
な
い
」
と
言
わ

れ
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
地
に
残
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
日

本
で
介
護
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ
た
の
で
、

帰
国
し
て
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
の
立
ち
上

げ
に
参
画
し
て
、
訪
問
看
護
師
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
兼
務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
働
き

な
が
ら
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
っ
て
地

域
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
制

度
に
見
切
り
発
車
の
要
素
が
多
か
っ
た
の
で
、

現
場
経
験
を
も
っ
て
制
度
設
計
に
携
わ
り
た

い
と
思
い
、大
学
院
で
学
位
を
取
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
厚
労
省
戦
略
研
究
緩
和
ケ
ア

普
及
の
地
域
介
入
研
究
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

委
員
な
ど
を
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
倉
敷
市

連
合
医
師
会
や
神
戸
市
医
師
会
に
も
籍
を

置
き
、
医
師
会
の
先
生
た
ち
が
地
域
の
皆
さ

ん
と
ど
う
協
働
し
て
い
く
の
か
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
た
ち
が
話
し
合
い
な
が

ら
、
共
通
の
目
的
に
向
か
っ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

■
国
際
的
な
視
点
で
、
日
本
の
在
宅
医
療
体
制
の
利
点

や
課
題
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

山
岸　

20
代
の
頃
は
海
外
へ
の
憧
れ
が
強

く
、
医
療
提
供
体
制
も
海
外
の
ほ
う
が
す

ば
ら
し
い
に
違
い
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
け
で
な
く
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
機
関
等
で
数
か
月
単

位
で
調
査
活
動
や
研
修
を
受
け
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニッ

ク
で
は
、
退
院
支
援
ナ
ー
ス
の
活
躍
に
驚
き

ま
し
た
。
大
学
院
を
出
て
、
管
理
職
経
験

も
あ
り
〝
病
院
を
し
ょって
立
つ
ナ
ー
ス
〟
と

し
て
皆
の
憧
れ
の
ポ
ス
ト
で
し
た
。
退
院
後

に
患
者
さ
ん
が
困
ら
な
い
よ
う
に
先
手
を
打

つ
な
ど
専
門
性
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
海
外
で
働
い
て
気
づ
い
た
の
は
日
本

の
医
療
や
ケ
ア
の
す
ば
ら
し
さ
で
す
。
卑
下
す

る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
世
界
に
誇
れ
る
医
療

や
ケ
ア
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
帰
国
し
ま
し

た
。
一
番
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た
の
は
各
職
種

が
全
人
的
な
医
療
や
ケ
ア
の
提
供
を
目
指
し

て
い
る
点
で
す
。
海
外
で
も
全
人
的
ケ
ア
を

看護師の裁量拡大と
現行法下の看護の拡充の2軸で
住民のいのちを支える
地域医療を支える医師の高齢化が課題に上がる地域も多い。この窮状を乗り越える策として、
看護機能の拡大と拡充に関し、デジタル田園健康特区で実装を牽引する山岸暁美氏に海外の
医療経験も踏まえ話を聞いた。

一般社団法人
コミュニティヘルス研究機構
機構長・理事長
慶應義塾大学医学部 衛生学公衆衛生学教室

山岸 暁美 氏 
Akemi Yamagishi
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度
の
診
療
や
処
方
権
が
拡
大
す
る
方
向
に

緩
和
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

看
護
全
体
が
こ
の
方
向
に
流
れ
る
こ
と
に
は

反
対
で
す
。
現
行
法
下
の
も
と
で
あ
っ
て
も

生
活
を
支
え
る
看
護
判
断
は
か
な
り
で
き
る

の
で
、
こ
れ
を
拡
充
し
て
両
軸
で
看
護
業
務

を
強
化
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

■
在
宅
の
多
職
種
連
携
は
機
能
し
て
い
る

の
で
す
か
。

山
岸　

以
前
よ
り
は
機
能
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
10
年
前
と

全
く
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
を
共
有
で
き
な
い
と
か
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
も
地
域
全
体
で
面
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。「
と
き
ど
き
入
院
、
ほ
ぼ
在
宅
」

と
い
う
文
脈
で
療
養
場
所
が
変
わ
る
の
が
日

本
の
大
き
な
特
徴
で
す
が
、
い
く
ら
在
宅
で

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
積
み
重
ね
て
も
、
入
院
や
救
急
搬

送
で
は
医
療
者
に
共
有
さ
れ
な
い
な
ど
の
情

報
分
断
が
10
年
前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

は
、
本
当
に
問
題
で
す
。

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
の
Ｄ
Ｘ
が
推
進
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
Ｄ
Ｘ
で
は
体
制
の
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
を
行
っ
た
う
え
で
デ
ジ
タ
ル

化
し
な
い
と
、
デ
ジ
タ
ル
に
振
り
回
さ
れ
る

だ
け
で
す
。

■
在
宅
ケ
ア
体
制
の
強
化
が〝
在
宅
至
上
主
義
〟

に
走
っ
て
い
る
風
潮
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

山
岸　

多
死
時
代
は
し
ば
ら
く
続
き
ま
す

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
専
門
分
化
し
て
い
て
専
門

外
は
関
知
し
な
い
こ
と
が
実
態
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
患
者
さ
ん
の
身
体
を
起
こ
す
と
き
に
背
中

に
手
を
添
え
る
な
ど
、
て
い
ね
い
な
ケ
ア
も
日

本
の
特
徴
で
誇
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
在
宅
で
療
養
で
き
る
患
者
さ
ん
は

病
状
の
落
ち
着
い
て
い
る
方
で
す
が
、
こ
れ

だ
け
ド
ク
タ
ー
が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
の
は
日

本
ぐ
ら
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
診
察
が
必

要
な
と
き
に
訪
問
看
護
師
か
ら
の
依
頼
で
コ

ミ
ッ
ト
す
る
だ
け
で
す
が
、
日
本
で
は
週
１

～
２
回
診
察
を
し
て
訪
問
看
護
師
に
指
示

書
を
出
し
ま
す
。
茅
野
市
の
デ
ジ
タ
ル
田
園

健
康
特
区
で
は
、
生
活
を
支
え
る
医
療
職

で
あ
る
看
護
職
の
機
能
の
拡
充
を
図
り
つつ
、

一
方
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
流
れ
の
中
で
、
特
に

医
師
の
い
な
い
地
域
に
お
け
る
看
護
の
裁
量

拡
大
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
の
提
供
体
制
は

ど
う
在
る
べ
き
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

山
岸　

在
宅
医
療
が
都
市
型
の
医
療
と
言

わ
れ
る
の
は
、
１
件
単
位
の
報
酬
で
あ
る
以

上
、
件
数
を
こ
な
し
て
ペ
イ
で
き
る
こ
と
が

前
提
に
あ
る
か
ら
で
す
。
た
だ
、
患
者
さ
ん

の
選
択
肢
と
し
て
自
宅
で
過
ご
し
た
い
と
い

う
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
る
体

制
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
人
口
減
少
で
医
療
提
供
側
の
人

員
も
減
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
現
実
を
考
え

る
と
、
あ
る
程
度
の
効
率
性
も
重
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
い
ま
や
診
療
所
の
医
師
の
平
均
年
齢
が
60

歳
を
超
え
、
診
療
所
の
閉
所
問
題
が
各
自
治

体
で
起
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
医
師
が
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
を
行
っ
て
、
特
定
行
為
研
修
を
終

え
た
看
護
師
が
常
駐
し
、
医
師
の
診
断
に
資

す
る
検
査
を
行
う
と
い
う
効
率
性
や
、
検
査

や
処
置
、
ま
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
効
率
性

を
鑑
み
た
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
に
基
づ
く
体
制
へ

の
変
換
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
す
。

■
海
外
で
は
看
護
師
中
心
の
在
宅
医
療
体

制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
岸　

日
本
で
は
特
定
行
為
看
護
師
が
約

５
０
０
０
人
、
診
療
看
護
師
が
約
６
０
０
人

育
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
海
外
で
は
ナ
ー
ス
プ

ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
Ｎ
Ｐ
）
の
育
成
と
裁
量

拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
薬
局

や
デ
パ
ー
ト
に
Ｎ
Ｐ
が
配
置
さ
れ
て
、
気
軽
に

相
談
で
き
、
あ
る
程
度
の
処
方
も
で
き
る
な

ど
多
様
な
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
と
は
制
度
が
違
う
の
で
、
全
て
海
外
に
倣

う
べ
き
だ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

無
医
村
も
増
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、

特
定
行
為
を
学
ん
だ
看
護
師
が
活
躍
で
き
る

体
制
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
日
本
看
護
協
会
は
Ｎ
Ｐ
創
設
を
提
言
し
て

い
ま
す
が
、
特
定
行
為
看
護
師
と
と
も
に
将

来
像
を
ど
の
よ
う
に
見
通
し
て
い
ま
す
か
。

山
岸　

医
師
が
不
在
の
地
域
で
は
、
あ
る
程

の
で
、
療
養
の
場
所
・
死
亡
場
所
を
含
め
、

各
地
域
で
ど
の
よ
う
に
資
源
を
整
え
て
い
く

か
は
大
き
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、
全
て
の

人
に
と
っ
て
、
在
宅
が
ベ
ス
ト
の
選
択
肢
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
本
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
死
別
後

の
遺
族
の
心
身
の
状
況
か
ら
は
、
ご
本
人
の

療
養
場
所
の
希
望
と
実
際
が
合
致
し
た
か

ど
う
か
の
重
要
性
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

在
宅
で
は
不
安
が
強
く
、
病
院
の
ほ
う
が
よ

い
と
望
む
方
も
い
ま
す
し
、
施
設
に
入
所
し

家
族
と
は
心
理
的
な
つ
な
が
り
を
大
事
に
過

ご
し
た
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
の
領
域
に
絶
対
解
は
な
い
の
で
、
本
人
の

意
向
と
環
境
要
因
を
検
討
し
て
皆
の
〝
納

得
解
〟
を
模
索
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
地
域
包
括
ケ
ア
に
な
っ
て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

■
訪
問
看
護
師
の
確
保
に
は
ど
う
取
り
組

く
む
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

山
岸　

看
護
師
に
は
子
育
て
世
代
も
多
い
の

で
す
が
、
保
育
園
の
確
保
な
ど
福
利
厚
生

は
小
規
模
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
難
し
い
の
で
、

な
か
な
か
地
域
に
出
て
い
け
な
い
看
護
師
が

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
な
ど
緩
や
か
な
連
携
で
、
人
材
や

福
利
厚
生
制
度
を
共
有
で
き
る
基
盤
整
備

に
よ
っ
て
看
護
師
の
働
き
や
す
さ
や
選
択
肢

が
増
え
て
い
く
と
、
訪
問
看
護
師
の
担
い
手

の
確
保
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

『地域包括ケアの実現に求められる在宅医療の整備拡充とその将来』

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集
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の
国
も
Ｇ
Ｐ
（
家
庭
医
）
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

や
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ナ
ー
と
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
、
か
つ
て
地
域
の
開
業
医

が
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
、
夜
間
で
も
ス
テ

テ
コ
姿
に
白
衣
を
羽
織
っ
て
緊
急
な
往
診
に

行
く
よ
う
な
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

今
は
、
と
く
に
都
会
で
は
か
か
り
つ
け
医
が

機
能
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
？
そ
こ
に
訪
問
診

療
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
が
、
在
宅

療
養
を
し
て
い
る
方
で
、
か
か
り
つ
け
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
や
訪
問
診
療
の
医
師
が

い
る
方
は
ま
だ
わ
ず
か
で
す
。
制
度
と
し
て

ま
だ
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

在
宅
医
療
を
推
進
す
る
と
き
に
、
か
か
り

つ
け
医
は
誰
な
の
か
？
こ
こ
が
基
盤
と
し
て

大
事
で
す
。
訪
問
看
護
制
度
が
で
き
て
30

年
近
く
経
ち
ま
す
が
、
こ
の
間
、
在
宅
医

療
を
担
っ
て
き
た
の
は
主
に
訪
問
看
護
師
で

す
。
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に
加
え
て
在

宅
療
養
支
援
病
院
の
整
備
が
進
め
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。一
時「
な
ん
ち
ゃって
訪
問
診
療
」

で
稼
ぐ
診
療
所
が
現
れ
た
こ
と
を
機
に
、
外

来
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
改
革

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
改
革
は
意
味

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

各
地
に
、
在
宅
療
養
の
方
を
真
剣
に
支

え
て
い
る
訪
問
診
療
グ
ル
ー
プ
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
は
若
手
の

医
師
が
多
い
の
で
す
が
、
も
っ
と
活
躍
で
き

る
制
度
の
充
実
化
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で

■
山
崎
先
生
の
略
歴
と
直
近
の
活
動
に
つ

い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

山
崎　

民
間
病
院
や
新
宿
区
立
区
民
健
康

セ
ン
タ
ー
で
訪
問
看
護
、
日
本
看
護
協
会
常

任
理
事
、
全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会
常
務

理
事
、
日
本
訪
問
看
護
振
興
財
団
常
務
理

事
、岩
手
県
立
大
学
教
授
、衆
議
院
議
員
と
、

現
場
・
教
育
・
政
策
立
案
に
関
わ
り
、
直
近

で
は
、
２
０
２
１
年
８
月
に
繰
り
上
げ
当
選

で
衆
議
院
２
期
目
を
務
め
ま
し
た
。
ま
さ
に

コ
ロ
ナ
第
５
波
の
最
中
で
、
医
療
職
議
員
と

し
て
地
域
の
医
療
・
介
護
現
場
の
声
、
と
く

に
訪
問
看
護
現
場
の
奮
闘
と
課
題
を
厚
労

委
員
会
、
内
閣
委
員
会
な
ど
で
取
り
上
げ

ま
し
た
。

■
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
勤
務
経
験

や
、
行
政
、
政
治
、
教
育
な
ど
の
ご
経
験

か
ら
、
医
師
を
中
心
し
た
在
宅
医
療
の
制

度
・
報
酬
改
革
の
変
遷
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

山
崎　

厳
密
に
い
え
ば
、
日
本
に
は
か
か
り

つ
け
医
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
諸
外
国
は
ど

し
ょ
う
か
。

■
在
宅
医
療
制
度
の
充
実
化
で
と
く
に
強

化
す
べ
き
機
能
は
何
で
し
ょ
う
か
。

山
崎　

在
宅
医
療
に
は
「
退
院
支
援
」「
日

常
的
な
医
療
の
提
供
」「
急
変
時
の
対
応
」

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」
と
い
う
４
つ
の
役
割
・

機
能
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・

機
能
を
ど
う
果
た
し
て
い
く
か
で
、
お
の
ず

と
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
図
が
描
け
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、「
日

常
的
な
医
療
の
提
供
」
は
で
き
て
も
「
急

変
時
の
対
応
」
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
の
が

現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
「
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
」
に
関
し
て
は
、
き
ち
ん
と

し
た
制
度
設
計
が
必
要
で
す
。
私
は
昔
か

ら
「
ホ
ス
ピ
ス
ホ
ー
ム
ケ
ア
」
を
提
言
し
て

き
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
が
ん
患
者

さ
ん
の
在
宅
化
学
療
法
と
緩
和
ケ
ア
が
80

年
代
か
ら
進
ん
で
き
て
い
ま
し
た
し
、
フ
ラ

ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
や
、

フ
ラ
ン
ス
の
在
宅
入
院
で
は
、
が
ん
の
化
学

療
法
や
緩
和
ケ
ア
が
体
系
化
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
制
度
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、
そ
の
た
め
に
は
医
師
の
意
識
改
革
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
医
師
に
は
ど
ん
な
意
識
改
革
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。

山
崎　
フ
ラ
ン
ス
で
「
在
宅
入
院
」
の
半
数

欧米では制度化している
在宅化学療法・緩和ケア
医師に意識改革を求めたい
かかりつけ医制度が確立しておらず、国民の多くがかかりつけ医不在である。在宅化学療法・緩
和ケアが制度化されていない―在宅医療の推進を議論するうえで、山崎摩耶氏は具体的な問題
を指摘する。在宅医療の歩みを踏まえて、推進の論点を聞いた。

前衆議院議員

山崎 摩耶 氏 
Yamazaki Maya
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一
方
、
介
護
保
険
に
占
め
る
訪
問
看
護

費
は
２・６
％
で
、
訪
問
介
護
は
９・１
％
な
の

で
、
こ
の
比
率
に
は
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
10
年
間
の
伸
び
率
を
比
較
す
る
と
、
介

護
保
険
の
訪
問
看
護
が
１・９
倍
ぐ
ら
い
で
す

が
、
医
療
保
険
の
訪
問
看
護
は
４・９
倍
も

伸
び
て
い
ま
す
。

　

こ
の
伸
び
率
を
踏
ま
え
る
と
、
第
８
次

医
療
計
画
で
は
、
ま
す
ま
す
訪
問
看
護
へ
の

期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
み
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
が
ん
の
在
宅
療
養
も
焦
点
に
な
る
と

と
思
い
ま
す
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
が
大
き
な

課
題
に
な
る
の
で
、
看
護
師
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
推
進
計
画
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。

　

92
年
に
訪
問
看
護
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

と
き
に
都
道
府
県
庁
に
訪
問
看
護
の
担
当

部
署
が
設
け
ら
れ
、
推
進
計
画
や
許
認
可

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
介
護
保

険
制
度
が
発
足
し
て
株
式
会
社
が
訪
問
看

護
に
参
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
都

道
府
県
は
推
進
計
画
を
立
て
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
訪
問
看
護
事
業
の
推
進

に
お
い
て
障
壁
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
８
次
医
療
計
画
で
は
在
宅
医
療
圏
の
議
論

の
な
か
で
、
在
宅
医
療
圏
を
第
二
次
医
療
圏

に
す
る
の
か
市
町
村
単
位
に
す
る
の
か
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
の
枠
を
超
え

て
在
宅
医
療
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど

の
単
位
に
な
る
の
か
注
目
し
て
い
ま
す
。
さ

は
在
宅
化
学
療
法
の
患
者
で
す
。
在
宅
入

院
の
エ
ー
ジ
ェン
ト
は
大
型
の
院
内
薬
局
の
よ

う
な
機
能
を
持
ち
、
抗
が
ん
剤
も
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
で
調
剤
し
て
患
者
宅
に
宅
配
し
て
い

ま
す
。
こ
の
現
状
に
対
し
て
、日
本
に
は
「
日

本
で
在
宅
の
化
学
療
法
は
考
え
ら
れ
な
い
」

と
発
言
す
る
医
師
も
い
る
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
第
４
波
と
第
５
波
の
と
き
、
感

染
者
が
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
２
０
０
人
以

上
の
方
が
在
宅
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
最
近

は
高
齢
者
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
く
な
って

い
ま
す
が
、
特
養
や
老
健
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
た
場
合
、
き
ち
ん
と
し
た
施
設
は

病
院
に
搬
送
せ
ず
と
も
施
設
内
で
ケ
ア
を
し

て
看
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
あ
る

特
養
で
は
、
嘱
託
医
の
方
針
に
よ
っ
て
施
設

内
で
看
取
り
を
行
わ
ず
、
終
末
期
の
方
を

病
院
に
搬
送
し
て
病
院
で
看
取
り
や
死
亡

確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

在
宅
の
看
取
り
で
は
、
東
京
消
防
庁
を

は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
県
で
は
、
訪
問
診
療

や
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
患
者
宅
に
救

急
車
が
呼
ば
れ
て
も
、
意
向
を
確
認
し
て

病
院
に
搬
送
し
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
マ

ニュア
ル
を
策
定
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、終
末
期
や
急
変
時
の
対
応
に
は
、

医
師
だ
け
で
は
な
く
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
は

じ
め
在
宅
の
チ
ー
ム
が
在
宅
医
療
の
観
点
か

ら
機
能
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
機
能

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
も
っ
と
学
習
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
が
と
く
に
期
待
し

て
い
る
の
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
す
が
、
医
療

職
で
は
な
い
の
で
も
っ
と
学
習
し
て
い
た
だ
か

な
い
と
現
実
に
追
い
つ
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

■
管
理
栄
養
士
や
薬
剤
師
の
訪
問
活
動
に

つ
い
て
は
、ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

山
崎　

昨
年
の
介
護
報
酬
改
定
で
医
療
的

ケ
ア
が
重
視
さ
れ
、
栄
養
士
が
関
わ
る
多
職

種
協
働
や
薬
剤
師
の
訪
問
指
導
等
が
さ
ら
に

評
価
さ
れ
、
更
に
今
年
の
診
療
報
酬
改
定
で

も
報
酬
が
つ
き
ま
し
た
。
在
宅
医
療
を
進
め

る
と
き
に
、
訪
問
薬
剤
指
導
や
訪
問
栄
養

指
導
は
今
後
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
す

で
に
各
地
で
成
功
事
例
が
出
て
い
ま
す
。
横

展
開
が
と
て
も
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
第
８
次
医
療
計
画
策
定
に
つ
い
て
着
目

す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
崎　

訪
問
看
護
の
費
用
分
析
を
す

る
と
、
２
０
１
９
年
の
年
間
総
額
で
は

５
５
７
８
億
円
と
な
っ
て
い
て
、
医
療
保
険

の
訪
問
看
護
費
が
伸
び
て
い
て
、
介
護
保

険
の
訪
問
看
護
費
の
伸
び
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
医
療
費
全
体
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
０
・

６
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
伸
び
率
は
前
年

比
15
・
８
％
で
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
比
較
し

て
も
他
に
類
が
な
い
ほ
ど
訪
問
看
護
は
伸

び
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
を
抑
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ら
に
ど
の
圏
域
に
な
っ
て
も
、
行
政
が
訪
問

診
療
と
訪
問
看
護
の
数
値
計
画
を
策
定
し

な
い
と
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て

い
ま
す
。

■
訪
問
診
療
と
訪
問
看
護
の
拡
大
を
踏
ま

え
て
、
提
供
側
に
何
を
求
め
ま
す
か
。

山
崎　

市
場
の
担
い
手
に
は
哲
学
を
大
切
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
訪
問
看
護
に
は
営
利

法
人
が
大
量
に
参
入
し
て
い
ま
す
が
、
医
療

の
基
本
は
「ｎｏ
ｔ 

ｆｏｒ 

ｐ
ｒｏ
ｆ
ｉ
ｔ 

」（
営

利
目
的
で
は
な
い
）
で
す
。
医
療
が
営
利
目

的
に
浸
食
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
は
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。「
儲
か
る
ぜ
！
」
だ
け
で
は

な
く
、
哲
学
を
も
っ
て
、
地
域
の
何
に
貢
献

す
る
企
業
な
の
か
？
私
は
ビ
ジ
ョン
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
バ
リ
ュ
ー
の
３
つ
が
大
切
で
あ
る
と
い
つ
も

話
し
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ョン
と
ミ
ッ
シ
ョン
は
戦

略
で
す
が
、
バ
リ
ュ
ー
を
地
域
に
貢
献
・
還

元
す
る
こ
と
が
問
わ
れ
ま
す
。
大
手
企
業

な
ら
大
手
企
業
な
り
の
バ
リ
ュ
ー
を
明
確
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

一
部
の
事
業
者
が
不
祥
事
を
起
こ
せ
ば
、

悪
貨
が
良
貨
を
駆
逐
す
る
よ
う
に
誠
意
あ

る
事
業
者
も
含
め
て
、
業
界
全
体
が
マ
イ
ナ

ス
影
響
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
界
の

歴
史
で
は
、
そ
の
こ
と
が
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
訪
問
看
護
市
場
は
こ
れ
か

ら
拡
大
す
る
の
で
、
哲
学
を
も
っ
て
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『地域包括ケアの実現に求められる在宅医療の整備拡充とその将来』
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